室蘭工業大学地域共同研究開発センターニュースレター No.73 by unknown
室蘭工業大学地域共同研究開発センターニュースレ
ター No.73
雑誌名 室蘭工業大学地域共同研究開発センターニュースレ
ター
巻 73
発行年 2003-12
URL http://hdl.handle.net/10258/00009297
     
                                                                           No.73 Dec. 2003  
 
 
平成１５年度第 1 回ＣＲＤセミナー 
日 時：12 月 15 日(月) 13 時 30 分～15 時 30 分 
場 所：地域共同研究開発センター ２階 
共 催：産学官連携推進事業実行委員会 
地域共同研究開発センター研究協力会 
総合テーマ：「高温腐食環境下における材料損傷とその評価」 
(13 時 30 分～14 時 30 分) 
テーマⅠ：高温腐食環境における溶射コーティング材料の 
密着性「その場」測定法の開発と応用 
材料物性工学科 助教授 佐伯 功 
高温における耐食性向上を目的として溶射技術が研究開発されている。特にジェットエン
ジンに用いられるタービンブレードは、エネルギー効率の観点から 1200℃において無冷却で
の使用が開発目標とされており、ここでは基材である超合金上にセラミックス遮熱溶射コー
ティング層、中間溶射コーティング層、耐熱溶射コーティング層からなる複合コーティング
を施すことが設計の基準とされている。溶射は基材とは異なる材料を表面に被覆するため、
タービンのように始動・停止が繰り返される使用条件では、熱応力によってコーティング層
に割れが入り耐食性が失われることが問題となっている。しかし、これまで高温環境におい
て材料の機械的特性、割れの発生を評価する方法が無く、研究開発においてそのような方法
の確立が求められていた。本研究は振動応答解析法を用いて溶射コーティング材料の密着性
を「その場」測定する方法の開発を目指して行っている。 
 
(14 時 30 分～15 時 30 分) 
テーマⅡ：廃棄物発電プラントにおける燃焼ガス環境と各種材料の耐久性 
三菱重工業(株) 技術本部 横浜研究所 主席研究員 川原 雄三 
 廃棄物発電プラントの低公害化と高効率化にともないストーカ型従来炉における酸素富化
燃焼、排ガス再循環やガス化溶融炉など燃焼ガス環境の多様化が進行し、環境に合せた高温
耐食材料と耐食コーティングの開発、利用が不可欠となっている。燃焼ガスには高濃度の塩
化物が含まれるため基本的には塩化腐食に耐える高 Cr 高 Ni-Fe ベース系あるいは高 Cr 高
Mo-Ni ベース系の材料の選択が必要となる。しかし部材の温度上昇にともない腐食環境が塩
化→硫化→酸化へと変化するため、例えば 1000℃では耐酸化性の良い高 Cr-Al、Si-Fe ベー
ス耐熱鋳物がストーカ材として開発、使用される。一方、薄膜のコーティング材料では耐久
性確保のため YSZ などのセラミック 2 層溶射皮膜なども開発されつつある。今後さらに燃焼
ガス環境と材料の耐食機構が解明され、材料の適材適所的な利用によるプラントのトータル
コスト低減と信頼性向上が期待される。 
平成 15 年度 第 1 回技術研究開発講演会開かれる 
 平成 15 年 1１月 28 日(金) 13 時から東京都江東区越中島 2-1-6 の東京海洋大学(旧東京商船大
学キャンパス)越中島講堂に於いて「金属材料の腐食問題と対策」と題して、平成 15 年度第 1
回技術研究開発講演会(主催：室蘭工業大学地域共同研究開発ｾﾝﾀｰ、東京海洋大学社会連携推
進共同研究ｾﾝﾀｰ)が行われた。最初に「金属材料の腐食の基礎」世利修美(室蘭工業大学)、「住
宅建材の腐食について」元田慎一(東京海洋大学)、「アルミニウムの腐食」世利修美(室蘭工業大
学)、「建築用銅配管の腐食」境昌宏(室蘭工業大学)の 3 人の講師による 4 講演後、飯島徹(室蘭
工業大学)司会による質疑応答が活発に行われた。参加者は 80 名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プレ共同研究                                                            ※研究代表者 
 研  究  題  目 大 学 側 研 究 組 織 民間機関等研究組織           
1 
道内産木材利用活性化の
ための最適化乾燥技術の
構築 
※機械ｼｽﾃﾑ工学科 助教授 溝端 一秀
                 助手  湊 亮二郎
                 教授  杉山  弘
北海道立林産試験場 
技術部 製材乾燥科 
研究職員  伊藤 洋一
エノ産業(株) 
技術顧問    奈良 直哉
2 
地中熱融雪システムの最
適設計に関する基礎研究 
※情報工学科   助教授 永野 宏治 (株)エーティック 
企画部グループマネージャ 
         舟田幸太郎
3 
Bi-Te 系材料を用いた発
電モジュールの最適化技
術の研究 
※電気電子工学科 助教授 関根ちひろ 北都電機(株)室蘭支店 
技術営業部 
担当部長    関  孝史
ノーステクノリサーチ(株) 
常務取締役   安澤 典夫
4 
電磁波を利用した木材乾
燥装置設計のための電磁
場解析 
※電気電子工学科 助手  高原 健爾
                 助教授 川口 秀樹
(有)阿波銘木 
代表取締役   大住 盛智
 
【運営委員会】 H15 年度第 1 回議事録（5 月 27 日） 
議題 1.H15 年度ｾﾝﾀｰの事業計画について 
 事業計画についての提案説明があり、審議
の結果異議なく承認された。 
議題2.研究協力会役員会、総会の開催について 
 5月30日(金)に開催する。総会の特別講演・
技術相談の協力依頼等について異議なく承
認された。 
議題 3.H15 年度「プレ共同研究」の公募について 
議題 4.研究支援推進員について 
報告事項 
1.総合研究棟、CRD ｾﾝﾀｰ増築部分の竣工記念式典に
ついて(6/17) 
2.産学連携推進会議について(6/7-8) 
 
【運営委員会】 H15 年度第 2 回議事録（7 月 22 日） 
議題 1.｢プレ共同研究｣の採択について 
 4 件の申請があり、審議の結果、上記 4 件
が採択された。 
議題 2.H14 年度決算、H15 年度予算(案)について 
 運営費、共通経費、奨学寄附金の決算及び
予算(案)が審議の結果、異議なく承認された。 
【運営委員会】 H15 年度第 3 回議事録（9 月 11 日） 
議題 1. CRD ｾﾝﾀｰ長候補者の推薦について 
 2 名連記による運営委員の投票の上、上位
2 名をｾﾝﾀｰ長候補として推薦した。(9月25日
の教授会で斉藤和夫ｾﾝﾀｰ長が再選された) 
報告事項 
1.事業推進検討会の開催について(10/10) 
 
